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　下記事項について、誓約します。

　これらが、事実と相違することが判明した場合には、当該事実に関して貴県が行う一切の措置について異議申し立てを行いません。

　なお、参加資格確認のため、貴県が福岡県警察本部に照会することについて承諾します。
記
１　現在、地方自治法施行令第１６７条の４第１項の規定に該当していません。

２　過去３年間、地方自治法施行令第１６７条の４第２項第１号から第６号までの規定に該当したことはありません。

３　次の申立てがなされている者ではありません。

① 破産法第１８条又は第１９条の規定による破産手続開始の申立て
② 会社更生法第１７条に基づく更生手続開始の申立て
③ 民事再生法第２１条の規定による再生手続の申立て
４　福岡県における建設工事等又は物品買入等に係る指名に関する規定に基づき、現に指名停止措置を受けていません。
５　福岡県税を滞納していません。

６　計画的又は常習的に暴力的不法行為等を行い、又は行うおそれがある組織（以下「暴力的組織」という。）ではありません。
７　役員等（個人である場合におけるその者、法人である場合におけるその法人の役員又は当該個人若しくは法人の経営に事実上参画している者をいう。以下同じ。）が、暴力的組織の構成員（構成員とみなされる場合を含む。以下「構成員等」という。）ではありません。
８　構成員等であることを知りながら、構成員等を雇用し、又は使用していません。
　　また、構成員等である事実を知らずに構成員等を雇用又は使用した場合は、当該事実が判明した時点で速やかに解雇等の是正措置を行います。
９　暴力的組織又は構成員等であることを知りながら、そのものと下請契約又は資材、原材料の購入契約等を締結していません。
　　また、暴力的組織又は構成員等である事実を知らずに、その者と契約を締結した場合は、当該事実が判明した時点で速やかに契約の解除等の是正措置を行います。
10　自社、自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的をもって、暴力的組織又は構成員等を利用していません。
11　暴力的組織又は構成員等に経済上の利益又は便宜を供与していません。
12　役員等又は使用人は、個人の私生活上において、自己若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与える目的をもって、暴力的組織又は構成員等を利用していません。
13　役員等又は使用人は、個人の私生活上において、暴力的組織又は構成員等に経済上の利益又は便宜を供与していません。
14　役員等又は使用人は、暴力的組織又は構成員等と密接な交際（友人又は知人として、会食、遊技、旅行、スポーツ等を共にするような交遊をすること等）を有していません。
15　役員等又は使用人は、暴力的組織又は構成員等と社会的に非難される関係（構成員等を自らが主催するパーティその他の会合に招待する様な関係、又は構成員等が主催するパーティその他の会合に出席するような関係等）を有していません。


